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「地域協働教育体験活動」という挑戦
　「地域協働教育体験活動」は、本学が2022年に新設した

科目で、学生が地域と連携し、自らの教育体験を子ども

たちにどう還元できるか探究的に学ぶことで、教職及び

教育を支える専門職に必要な資質や能力を養うことを目

的としています。 

　2024年度は23のコースが開講され、488名の学生が履

修しました。 

創基 150 周年を迎え、

新しい形の教員養成に挑戦し

教職の魅力を高め、

未来につなぐ！

　1 年次に本学の土曜親子日本語教室のボ

ランティアに参加して、もっと詳しく知

りたいと思い、このコースを受講しました。

　保見団地で生活する子どもたちの様子

を見たり、地域をより良くしようと活動

している NPO 団体と関わることで、1 つ

の問題でもアプローチの仕方は沢山あ

り、自分に今できることはなんだろうと

考えて 1 歩ずつでも進むことの大切さを

感じました。

自然領域：創作和菓子コースによる第 6回「あつまれ！
子どもキャンパス」の様子

社会領域 社会領域 豊田市国際交流協会コース

　「若者の国際フォーラムｉｎとよた」の企画・運営を軸と
して、その準備のための学習・体験を通じて、海外につな
がりのある子どもたちやそこに関わる周囲（先生や保護者、
学校など）を取り巻く課題について考えます。 

シーホース三河コースシーホース三河コース

　学生だけでなく、参加した子どもたちも楽しい「遊び」

や「学び」を体験することで、「教える」ことに関心を向け、

教職の魅力向上、将来の教員不足の解消につながること

が期待されています。 

　また、地域は、自らの抱える諸課題について大学と改善・

解決に向けたアクションを起こすことで、共に地域社会

や地域の教育を創っていくことが期待されています。

　プロスポーツチームの地域における役割を学び、地域貢
献活動イベントの企画･運営を実践します。
　イベント後には参加者アンケートなどを用いて、「Good」

「Check」「Next」の視点で振り返りを行います。

義務教育専攻
学校教育科学専修 3 年
佐々木惟さん

　私たちのアカデミー事業の業務を実際

に体験しながら「仕事の進め方」を皆さ

んと共に学んでいます。

　バスケットボールクリニックをはじめ

としたイベント運営時の企画･運営方法、

考え方等をレクチャーしました。

　また、ホームゲーム観戦や興行見学を

通じて、バスケットボールを主体とした

アリーナエンターテインメントを体感し

てもらいます。

シーホース三河株式会社
チーム運営グループ 
アカデミーチーム
大西啓介氏

©SeaHorses MIKAWA co.,LTD.



写真：附属名古屋小学校受け入れ時より
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その他の「地域協働教育体験活動」 

（社会領域） 

　中部電力コース
　富士松スポーツクラブキッズ教室コース
　子どもの運動遊び・スポーツコース
　セリオコース（前半）
　セリオコース（後半）
　FC 刈谷コース

（自然領域） 

　みよしコース
　地域の自然刈谷コース
　井ケ谷コース
　自然と共生コース
　レクリエーションコース 

（多文化領域） 
　カンボジアコース
　インドネシアコース
　タイコース
　ベトナムコース
　モンゴルコース
　韓国（光州）コース
　台湾コース、マレーシアコース 

　和菓子の歴史や季節の和菓子、私たちの和菓子作りの特徴

や子どもたちに和菓子を広める取組を紹介しています。学生

が、好きな和菓子について発表するのを聞くと、和菓子愛を

感じて、とても嬉しいです。イベントでは、学生が、丁寧に

わかりやすく教えているので、子どもたちは真剣におはぎづ

くりに挑戦しています。大学生にも、子どもたちにも、和菓

子のすばらしさを伝えることができて、とても誇らしいです。

　1969年、本学が刈谷市井ケ谷町に建設された際に発見されたのが松根第3号窯
です。本コースでは松根第3号窯の保存活用方法について課題を設定し、地域の
博物館等と連携しながら、猿投古窯跡群について学びを深め、学んだ成果を子
どもたちに還元します。 

　「子どもに和菓子を」をコンセプトに岡崎市で 100 年以上続く和菓子店と連携
しながら、日本の和菓子文化について学びを深めるとともに、本学の自然観察
実習園で栽培・収穫したもち米を生かした和菓子を考案し、子どもたちと地域
の和菓子文化を創り出します。 

学長謝辞及び今後の抱負

　本学は 2023 年に、前身である 1873 年創立の「愛知県養成学校」から数え創

基 150 周年を迎え、記念式典を 11 月 19 日（日）に講堂にて開催しました。私は、

式辞の結びで「多様な立場の人々と連携・協働する新な体験活動をカリキュラ

ムに位置付けることで、多様な教師集団をコーディネートできる力を有した教

員を養成する」、「大学と附属、地域社会の皆様と協働し、『創基 150 周年を迎え、

新しい形の教員養成に挑戦し教職の魅力を高め、未来につなぐ！』を新たなコ

ンセプトとして、一丸となって使命を果たしていきたい」と述べました。2024

年度は、その一歩を踏み出すことができたと感じています。

                                      　　　　　　　　　　　学長　野田敦敬

小野玉川堂 店主 
小野悟氏

高等学校教育専攻 
地歴・公民専修 
菅沼来樹さん

歴史文化コース歴史文化コース自然領域

自然領域 創作和菓子コース

　専修での学びを活用できればと思い、このコースを
受講しました。イベントでは日本史の知識と、遺跡や
博物館で実際に目にして学んだこととを結び付け、子
どもたちが興味を持ってくれるような説明を心掛けま
した。知識を実践に反映したり、子どもと接したりす
る上での配慮や工夫を学べたことで、自信を持って教
育実習を迎えられました。



●3つの目標と 9つの戦略
「愛知教育大学未来共創プラン」のビジョンの実現に向けて、重点的に
取り組む道筋を3つの目標として掲げ、目標を達成するために具体的
な行動の方針として 9つの戦略を立てました。

そもそも

て、なんだニャ？何をするのかニャ？

「愛知教育大学未来共創プラン」

●「愛知教育大学未来共創プラン」のビジョン
『未来の教育』を考える上では、これからの未来を担う子
どもたちをはじめとした様々なステークホルダーの声を
受けとめ、開かれた大学として共に前進していくことが
不可欠であると考え、ビジョンにその方向性を位置づけ
ました。
このビジョンは
1. 子どもを大切にする　
2. 学生を主体的な存在として尊重する　
3.地域社会、学校、教育委員会とのつながりを大切にする
4. 附属学校園との連携を一層強化する　
5. 共によりよい教育を創る
という 5つの視点から成ります。　

本学のキャッチフレーズとして、「子どもの声が聞こえ
るキャンパス」、「地域から頼られる大学」を掲げ、そこ
に謳う理想の姿を実現すべく、「愛知教育大学中長期ビ
ジョン・目標・戦略」に「共に未来の教育を創る」とい
う思いを込め 2021 年 3月に策定されたものだよ！

おしえてがくちょうせんせい～

が
くち

ょ
う
が

こた
え
ま
す
よ
！

「愛知教育大学は、
子どもと共に、
学生と共に、
社会と共に、
附属学校園と共に、
未来の教育を創ります。」

未来共創プラン
愛 知 教 育 大 学

未 来 の 教 育 を 共 に 創 る
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戦略１

広域拠点型教員養成系大学としての意義と価値を高めます。

（教育のプラットフォーム構築プロジェクト）…13P

（教職の魅力共創プロジェクト）…15P

（グローバル化推進プロジェクト）…19P

（共創的探究活動指導力育成プロジェクト）…21P

（大学・附属学校園連携推進プロジェクト）…23P

（教科横断探究プロジェクト）…25P

（IR 部門・教職学協働プロジェクト）…27P

（大学間ネットワークの構築）…29P

子どもや学生、社会との対話や協働を通して、現代的教育
課題の解決に貢献し、より質の高い教員及び教育支援専門職
の養成を実現します。

大学及びその周辺地域を「学び」と「遊び」を一体化できるエリアとして、
実践フィールドと実践プログラムを提供します。

（子どもキャンパスプロジェクト）…5P

戦略５ 附属学校園と教職大学院との連携を強化し、教育の実践的研究拠点を構築
します。

戦略８ IR部門を活用して得られた学内外の客観的なデータに基づき、戦略的な
大学運営を行うとともに、教職員が協働して柔軟な組織運営を行います。

戦略９ 国公私立大学と連携協定を締結して、教職大学院を核としたネットワーク
を構築します。

戦略７ 教科等横断し、協働的に学び合う次世代型プログラムを開発するとともに、
教育効果を客観的に検証する評価システムを構築し、学生の資質向上や
大学の授業改善につなげます。

戦略６ 教育委員会や教育現場等との緊密な連携を通して、附属学校園が今後の
公立学校等のモデルとなる実証研究に取り組みます。

戦略２ 教育リソースデータバンクを設置し、教育現場の問題解決に貢献する教育
のプラットフォームを構築します。　

戦略４ 協定校を始めとする海外の教育機関との連携を密にして、グローバル化に
対応したプログラムを学部と大学院で整備します。

戦略３ よりよい教育の未来につながる教職の魅力を共に創り出し、発信します。

大学と附属学校園との連携強化を図ることで、より質の
高い教員研修を実現します。

�
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子どもキャンパスプロジェクト

FUTURE CO-CREATION PLAN STRATEGY1
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未来共創プラン
戦略 1

大学及びその周辺地域を「学び」と「遊び」を一体化できるエリアとして、

実践フィールドと実践プログラムを提供します。

●「学び」と「遊び」が一体化したエリアへと転換する。

●学生・教職員・地域の協働で多様な興味関心を広げる機会を増やす。

●遠足や校外学習等の新たな目的地としての提案をする。

●大学に自生している竹を使ったアクティビティーの創出と関連した体験的な教科学習を行う。

●大学のリソースの再発見と有効活用、課題解決を推進する。

プロジェクトメンバー
真島 聖子　小塚 良孝　稲垣 匡人　樋口 一成　縄田 亮太　成瀨 麻美　西野 雄一郎　西村 三郎　前原 義久　樋口 眞二　　　　　　
伊藤 実彩　大森 智子

学びと遊びが一体化したエリアへの転換

第 5回「あつまれ！子どもキャンパス」を開催しました

　8 月 10 日（土）、第 5 回「あつまれ！子どもキャンパス」を
開催しました。小学生 255 人と大学から 216 人（学生・附属高
校生合わせて 197 人と教職員 19 人）の計 471 人（保護者の方を
除く）が参加しました。
　5 回目の実施となる今回は午前の部、午後の部、午前・午後
の部の 3 つに分け、計 15 プログラムを実施しました。また、今
回は初めて幼児も参加できるプログラムを用意しました。
　参加した子どもたちからは「災害の時でもおいしいご飯が食
べられることが分かってこのパッククッキングのレシピをいろ
いろ家で作ってみたいです！」（キミも防災マスター ～ Let's 
パッククッキング～）、「家ではあまりできない染め物をできた
からよかった。お姉さんがわからないことを教えてくれたから

楽しかった」（作って遊ぼう！レクリエーション　～好きがいっ
ぱい・カラフル体験～）、参加した幼児の保護者からは「たくさ
ん聞けて満足そうでした。まだいいの？と何度も聞いてきまし
た」（よみっこ夏まつり！読み聞かせで楽しもう！！）などの感
想が寄せられました。
　また、プログラムを実施した学生や教職員からは、「去年出会っ
た子どもと今年も再会することができ、またこのような出会い
で子どもたちの成長を感じる瞬間に立ち会っていたいと思った」

「子どもたちとの接し方だけでなく、企画運営能力や参加者視点
で考えることなど、さまざまな社会性を身に付けられた機会と
なっていた」などの感想が上がりました。

見て！見て！竹船が浮かんだよ！
（竹船を作って・浮かべて・動かそう！！）

これで星が見えるかな？
（宇宙を体感！－望遠鏡で星空観測！ 3Dメガネで宇宙旅行！－）

【午前の部】
(1) 大学生とミニ運動会！ with ドッジボール
(2) キミも防災マスター ～ Let's パッククッキング～
(3) ひとりでできるもん！ Sewing 編
(4) 竹船を作って・浮かべて・動かそう！！
(5) フィルムで体験「ココロを保存」
(6) ゲームでゴーゴー！算数クラブ☆
(7) めざせ運動マスター！
　　　－走り方、跳び方、投げ方を教えます－
(8) わくわくシアター～創作ミュージカル公演！！

【午後の部】
(9) 動いて遊ぼう！レクリエーション
　　　～笑顔いっぱい・リフレッシュ体験～
(10) ひとりでできるもん！ Cooking 編
(11) 作って遊ぼう！レクリエーション
　　　～好きがいっぱい・カラフル体験～
(12) 楽しもう！日本の伝統遊び体験
(13) 大学のふしぎ発見！鎌倉時代の遺跡をさがせ！
(14) 宇宙を体感！－望遠鏡で星空観測！ 3D メガネで宇宙旅行！－

【午前・午後の部】
(15) よみっこ夏まつり！読み聞かせで楽しもう！！
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第 6回「あつまれ！子どもキャンパス」を開催しました

　11 月 23 日（土・祝）、第 6 回「あつまれ！ 子どもキャンパス」
を本学で開催しました。小学生 459 人と幼児 88 人、大学・附属
高等学校から 381 人（学生・生徒 336 人と教職員 45 人）、地域
の高校から 11 人（生徒 10 人、教員 1 人）の計 939 人（保護者の
方を除く）が参加しました。
　6 回目の実施となる今回は、午前の部 / 午後の部 / 一日通し
の部 / 出入り自由の部に分け、計 32 プログラムを実施しました。

開催日当日は天まで抜けるような青空となり、黄色く染まった
イチョウの葉が映える景色の中、元気いっぱいの子どもたちの
声がキャンパス内に響き渡りました。
　参加した子どもたちからは「自分でプログラムを作って、目
的通りに mBot を動かすのが楽しかった」（車型ロボット mBot
で自動運転の秘密を見つけよう！）、「作るのが苦手なぼくにも
楽しめた」（大学に生えている竹でおもちゃや道具を作ろう！）、

「トイレの水が流れないときは大変だと思った」（高校生と学ぼ
う！いのちを守る防災教室！）などの感想が寄せられました。
　プログラムを実施した学生や教職員からは、「ただ子どもとか
かわるだけではなく、短い時間のなかでさまざまな学年の子ど
もと信頼を築き、共に活動に取り組むというのは、これまでに
はない新たな体験だと感じた」「参加してくれた子どもたちの笑
顔、一生懸命子どもたちとかかわる高校生の社会的態度形成、
運営しイベント当日指揮する大学生のリーダシップこの 3 つの
姿や成長を見られた。子どもキャンパスプロジェクトのあるべ
き姿だと感じた」などの感想があがりました。

「あつまれ！子どもキャンパス in刈谷ハイウェイオアシス」を開催しました（予定）

　2025 年 3 月 29 日（土）、「あつまれ！子どもキャンパス in 刈
谷ハイウェイオアシス」を刈谷ハイウェイオアシス株式会社と
共催しました。 
　2023 年 12 月に同社の役員が本学を訪問したことをきっかけに
企画されたもので、大学及びその周辺地域で実践的な教育プロ
グラムを提供する本学と、地域と密着して幅広い世代が楽しめ
る施設である同社が連携して、家族で外出することが多い春休
みの週末に刈谷ハイウェイオアシス内で子ども向けイベントを
実施することになりました。 

　当日は春らしい暖かな空気に包まれて、
ピンク色に芽吹いたサクラの花びらが映
える景色の中、教職員及び学生が企画し
た 11 個のプログラムと「愛教ちゃん」と「エ
ディ」のキャラクター撮影会を実施しま
した。地元の子どもたちだけでなく、高
速道路を走行中の親子連れも休憩のつい
でに来場し、子どもたちの元気いっぱい
な声が会場に響いていました。

【午前の部】
（1）高校生と遊ぼう！みんなが主役サッカー大会！
（2）竹林 × のこぎりギコギコ × なたトントン
　　　　　　　　　　　　　　　　　＋組立＋ゲーム＝楽しい！

（3）はじめてのソフトテニス in あいちきょういくだいがく
（4）あつまれ愛教スポーツの森
（5）リズムに乗って楽しく体を動かそう！
（6）ひとりでできるもん！ Card Games 編
（7）レーザー加工機とプラスチックを使って
　　　　　　　　　　　　　　　　オリジナルパズルを作ろう！

（8）フィルムで体験「ココロを保存」
（9）愛教大・洲原池で、野鳥を探そう！
（10）車型ロボット mBot で自動運転の秘密を見つけよう！
（11）愛教大の馬に乗ってみよう！〜馬とのふれあいイベント〜
（12）大学に生えている竹でおもちゃや道具を作ろう！
（13）オリジナルおはぎを作ろう！

【午後の部】
（14）高校生と学ぼう！いのちを守る防災教室！
（15）高校生と遊ぼう！笑顔！元気！バルシューレ＆ボッチャ体験
（16）めざせ運動マスター！－走り方、跳び方、投げ方を教えます－
（17）今日から君もこども救命士！
（18）大学生とミニ運動会！ with ドッジボール
（19）電動車いすサッカーってなあに ?
（20）わくわくシアター〜創作ミュージカル公演！！
（21）ひとりでできるもん！ Cooking 編
（22）ひとりでできるもん！ Sewing 編
（23）竹でスマホスタンドを作ろう！！
（24）micro:bit の無線通信で遊ぼう！
（25）エンジョイ・ザ・ワールド！～あの国この国どんな国？～
（26）マイクラで大きな建築物をつくろう
（27）ミツバチと遊ぼう学ぼう！未来の自然と笑顔のために！
（28）竹チップでカブトムシを育てよう！～冬の幼虫探し～
（29）オリジナルおはぎを作ろう！

【１日通しの部／出入り自由のプログラム】
（30）モンゴル体験！みんなでゲルを作ろう！
（31）自分だけのガラスプレートを作ろう !!
（32）読書の秋だ！よみっこ読み聞かせ祭！！

マットの上で、輪をくぐって、障害物よけて ... ！
（あつまれ愛教スポーツの森）

もう少しでゲルの骨組みの完成だ！
（モンゴル体験！みんなでゲルを作ろう！）

イベントのチラシ
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学生・教職員・地域の協働で多様な興味関心を広げる機会を増加

企業と協働で「第 6回親子プログラミング教室－マイクラで大きな建物を作ろう－」を開催しました

　5 月 18 日 ( 土 ) に豊田市の T-FACE で子どもキャンパスプロ
ジェクトとして教職キャリアセンターの中池竜一准教授と学生
ICT 支援員 4 人が「第 6 回親子プログラミング教室－マイクラ

で大きな建物を作ろ
う－」を未来ラボス
テーション YY・丸善
雄松堂（株）との共
催で開催しました。
　午前中は小学 1 年
生から 3 年生の親子
10 組が、午後は小学
4 年生から 6 年生の
親子 10 組がマインク
ラフトについて説明

を聞いた後、作品を作りま
した。
　今回は、教育版マインク
ラフトを用いてプログラミ
ングで大きな建物を作るこ
とにチャレンジしてもらい
ました。参加した親子 20 組
は、壁を作るプログラムや
床を作るプログラムを駆使
して、相談しながらさまざ

まな建物を作り上げました。
　プログラミングを駆使して自分だけのオリジナルの建物を作
るという楽しい体験によって、プログラミングの楽しさと奥の
深さを学ぶことができたと思います。

馬術部が「馬のえさやり&蹄鉄（ていてつ）飾りつけ体験」を開催しました

　馬術部では、主に子どもたちを対象
とした馬との触れ合いや乗馬体験を定
期的に開催しています。
　今回は 7 月 7 日（日）に小学生を対
象として学内にある厩舎と教育実験実
習棟で「馬のえさやり & 蹄鉄（ていて
つ）飾りつけ体験」を開催しました。
　厳しい暑さでの子どもたちや馬の体
調を考慮し、今回は乗馬体験の代わり
に馬のえさやり体験と、馬のひづめに
使われる蹄鉄で飾りつけ体験を行いま
した。またイベント当日が七夕という
ことで、子どもたちには学内でとれた
笹に七夕飾りや願い事を書いてもらい

ました。
　熱心に蹄鉄を飾りつける様子や、厩舎では、馬の大きさに驚
きつつも笑顔で触れ合う様子が見られました。
　私たちはこれか
らも、馬術の練習
や大会への参加だ
けでなく、馬を通
して生き物や馬術
の魅力を伝え、地
域と子どもたちの
学びに貢献してい
きたいと思います。

この材料もおすすめだよ。すてきなていてつにするんだ♪

附属高等学校と協働で「AUE.Aスポーツ教室」を開催しました

　7 月 31 日（水）、本学のプールで「AUE.A スポーツ教室」を
開催しました。
　「AUE.A スポーツ教室」は、小学生・高校生・大学生・教員
と多世代の人たちがスポーツを通して交流することで、互いの
学びを深めることを目的に活動しています。
今回は「高校生と学ぼう、水の事故から自分を守る方法を学ぼ
う」を実施しました。
　まずは、本学の講義
室で保健体育講座の村
松愛梨奈助教から水の
事故に関することや人
間の体が水に浮く仕組
み、海外での水泳の授
業の様子などを座学や
クイズ形式で楽しく学
びました。
　次に大学のプールに
移動し、小学生と高校

生・大学生が二人組のバディと
なり、水の中での活動を行いま
した。
　その後は、高校生が学校から
持ってきたさまざまな物の浮力
を使って体を浮かせる練習をし
ました。バランスが取りやすい
ものやバランスの取りにくいも
のに、試行錯誤しながら体を浮
かせる方法を模索しました。
　最後は、バディ同士で元気よ
く、安否確認の点呼を行いました。
　小学生・高校生・大学生とい
う幅広い世代が、ともに交流する
中で水の事故から身を守る方法を
学び、終始笑顔の絶えない素晴ら
しい取り組みとなりました。

高校生におんぶをしてもらう様子

ペットボトルを使って体を浮かせる練習

操作説明をする中池竜一准教授

プログラミングをサポートする
学生 ICT 支援員

にんじんおいしい？

クイズ形式での講義の様子
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探検に出発だ！

大学の図書館にはいろんな本があるんだねえ。

遠足や校外学習等の新たな目的地としての提案をする

星城高等学校の 1年生が本学の授業を見学・参加しました

　12 月 10 日（火）、星城高等学校の 1 年生 76 人と引率教員 5 人
が大学見学のため本学を訪れました。2 つのコースに分かれた
生徒がそれぞれ 2 限と 3 限の計 8 つの授業を見学・参加しました。
　生徒たちは大学に到着すると、本部棟第一会議室に集合し、
広報課職員による全体説明を受けた後、2 コースに分かれて行
動しました。 それぞれのコースでガイダンスや学食体験、施設
見学などを行いながら、2 限に開講されている「道徳教育の理

論と方法」「初等体育科教
育法Ａ」「初等理科教育法
Ａ」および 3 限に開講さ
れている「ものづくりリ
テラシー」「道徳教育の理
論と方法」「多文化リテラ
シー（日本語の語彙）」「ピ
アノ実習」「教育ガバナン
ス 演 習Ⅱ」を 見 学・参 加
しました。 大学生とディス

カッションをし、難しい講義
を聴講するなど、実際に大学
で行われている講義を体験す
る高校生にとっては、とても
貴重な機会となりました。ま
た実技を伴った講義では、大
学生と一緒にダンスの動きを
したり、大学生のピアノ演奏
を聴いたり、通常の大学見学
では味わえない大学生との交

流を楽しみました。
　授業に参加した生徒からは「授業の雰囲気がすごく良くて､自
ら主体的に学びたいと思うような内容が展開されていた。」、引
率した教員からは「高校に進学し 1 年も経っていない生徒たちが、
大学進学についてより具体的なイメージを持つことができまし
た。」などの声が寄せられました。

井ケ谷幼児園の園児がどんぐり拾いのため来訪しました

　10 月 29 日（火）、井ケ谷幼児園の園児によるどんぐり拾いを
本学キャンパス内で実施し、井ケ谷幼児園の 4 歳児 41 人と 5 歳
児 45 人、引率教諭 12 人、大学からは学生 4 人の合計 106 人が
参加しました。
　到着後、大きな声で野田敦敬学長にあいさつし、続いて学生
たちにあいさつをしました。
　その後 4 歳児と 5 歳児で別れてどんぐりや葉っぱなどを探し
始めました。園児たちは傘の付いた大きなツヤツヤのどんぐり
や小さな虫を見つけると、「先生！ いいのがあったー！」「かわ
いいダンゴムシがいたよー！」などと楽しそうに学生や引率教
諭に報告していました。
　ポケットにたくさんのどんぐりをしまい込み、ほくほく顔の
園児たちは少し雨がぱらつく中、帰路につきました。

　参加した園児からは「どんぐりたくさんひろった！」「またい
きたいね」などの感想があり、また、井ケ谷幼児園の教諭からは「子
どもたちは、いろいろな種類のどんぐりがあることを発見できま
した」「自分たちで拾ったどんぐりをすぐに遊びに取り入れて、
よい経験ができました」というお言葉をいただきました。

富士松北小学校の 2年生が来訪しました

　2 月 14 日（金）、刈谷市立富士松北小学校の生活科授業「町探検」
の一環として、本学キャンパス内に設置したスタンプを探す大学
探検を実施し、同校 2年生 66 人と引率教員 3 人、本学の教員 1 人
と生活・総合専修の学生 12 人の合わせて 82 人が参加しました。 
　今 回 の 大 学 探 検 で は、
学内に 25 か所のスタンプ
と 3 つのシークレットス
タンプがあり、班ごとに
地図を見ながらスタンプ
を探しました。3 つのうち
2 つのシークレットスタン
プは生活科教育講座の西
野雄一郎准教授と事務職
員がそれぞれ持って学内
を動き回り、子どもたちは「どこに隠れているかな？」「あっち
で見たよ！」と班同士で声を掛け合いました。残りのシークレッ
トスタンプがある附属図書館を探検した子どもたちは、職員から

ディスカッションって難しい！
（教育ガバナンス演習Ⅱ）

大学生のピアノ演奏を鑑賞する生徒
（ピアノ実習）

ねえ、このはっぱってさあ ...。
うんうん ...。

学長先生、このどんぐり割れちゃって
るからあげるね！

図書館にどんな本があるの
か、なぜこのような本があ
るのかなどの説明を聞き、
興味深く頷いていました。
　ゴールである講堂前では、
再び愛教ちゃんとエディが
子どもたちを温かく出迎え
ました。子ども達は班の担
当学生からメダルを首にか
けてもらい、プレゼントを

もらって大はしゃぎでした。閉会式を終え、子どもたちは「また
来るね！」「楽しかったー！」と言いながら小学校へと帰ってい
きました。
　参加した子どもたちからは「スタンプラリーが楽しくて、全部
集められてうれしかった」「大学がとても広くてびっくりした」
などの感想が寄せられました。 　
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遠足や校外学習等の新たな目的地としての提案

附属岡崎小学校の 4年生が来訪しました

　9 月 11 日（水）、本学附属岡崎小学校の 4 年生 87 人と、引率教員 3
人が本学を訪れました。 
　教職員による 8 つのプログラムから、午前と午後に一つずつプロ
グラムを選んで体験しました。加藤恵梨准教授による「大切な人に "
思い " を伝えよう！」では、ワークシ―トを使いながら、大切な人
に感謝の気持ちを伝える手紙を書きました。澤正実特別教授による

「あいきょう大いきものさがし隊」では、図鑑を用い自然観察実習園
でさまざまないきものを探しました。西川愛子准教授による「ひと
りでできるもん！ Textile 編」では、紙製の簡易な織り機を使い、好
きな糸で織物を作る体験をしました。新山王政和教授による「いろ

いろな音に触れてみよ
う！」では、さまざま
な演奏を聴き、東南ア
ジアの竹でできた楽器
に触れて音色を楽しみ
ました。中池竜一准教
授による「プログラミ
ングでおそうじロボッ
トを動かそう」では、
Root（ルート）ロボッ
トを使って、プログラ

ミングで迷路に挑戦しま
した。髙嶋香苗助教によ
る「フットホッケーに挑
戦しよう」では、やわら
かな円盤状のディスクを
蹴り合って相手のゴール
にシュートするゲームを
体験しました。筒井和美
准教授による「カード
ゲームであそぼう！」で
は、野菜を育てるのに役
立つ知識をカードゲーム
形式で学びました。大学職員による「図書館ツアー」では、大学の附
属図書館を見学し、所蔵している 100 年以上前のめずらしい本などを
見ました。
　子どもたちからは「お父さんに書いた手紙を渡したら、よろこんで
くれた。手紙の力を知った」という感想が寄せられました。
　引率の附属教員からは「大学がどういうところなのか、あまり知ら
ない子どもたちにとって、とても貴重な時間になったのではないかと
思います。子どもたちからは、「もっとやりたかった」「また行きたい」
という声が多数あがっていました」という感想をいただきました。

附属特別支援学校高等部 1・2年生が本学を訪問しました

　6 月 25 日（火）、本学附属特別支援学校高等部 1・2 年生 20 人
と引率教員 7 人が遠足で本学を訪れました。
　体育館附属棟に移動す
ると保健体育講座の成瀨
麻美准教授と学生たちが
生徒たちを歓迎し、ダン
ス交流が行われました。
生徒と学生が二人一組に
なり、お互いの動きをま
ねしたり、新聞紙を使っ
て戦いごっこをしたりと
いろいろなダンスを楽しみました。
　お昼の時間になり、生徒たちは第一福利施設に移動して、学
食でおのおの食べたいものを注文し大学生気分を味わいました。
　昼食後は AUE スクエアに移動し、生徒たちが学校で作った
たくさんの工芸製品をみんなで販売しました。大きな声で「い

らっしゃいませー」「どうぞ見ていってください」と元気に声掛
けをすると、たくさんの教職員や学生が訪れ、素敵な製品を一
つ一つ手に取ってお気に入りを見つけて購入していきました。
　販売を終えた子どもたちは、充実感に満たされた笑顔でバス
に乗り込み、大学を後にしました。
　生徒たちからは「やさしくダンスを教えてくれたこと、大学

生に合わせていろいろな動
きができてよかったです」
という感想が寄せられ、引
率した教員からは「附属学
校ならではの取り組みだと
思いました。大学との連携
があることで、特別な体験
ができたと思います」とい
う感想をいただきました。

附属幼稚園 4歳児クラスが自然観察実習園でさつまいも掘りを行いました

　10 月 22 日（火）、夏の暑さ秋空の下、附属幼稚園年中クラス（赤組、
青組）が担任教諭、養護教諭らと共に来学し、野田敦敬学長が出
迎える中、本学の教職員と幼児教育専攻の学生含め総勢 60 人が自
然観察実習園での「さつまいも堀り」を行いました。
　自然観察実習園の作業員からさつまいもの生育について説明が
あった後、園児達は元気いっぱいに畑に散らばり、さつまいも掘
りがスタートしました。

　園児が意気揚々とスコップを手にしたところで、附属幼稚園の教諭か
ら「大きなお芋を掘るぞー」と掛け声がかかり、園児達の「エイ、エイ、オー」
と元気いっぱいな声を合図に、さつまいも掘りがスタートしました。
　昨年に比べ、さつまいもの生育が良く、園児の手の平には収まり
きらない大きなさつまいもを収穫し、園児の賑やかな声と学生の笑
顔が溢れ、園児だけでなく、教職員や学生にとっても非常に貴重な
体験の場となりました。

先生ー！ 名前の分からない生き物がいるよー！
（澤正実特別教授による「あいきょう大いきもの
さがし隊」）

どの糸で織ろうかなぁ～（西川愛子准教授に
よる「ひとりでできるもん！ Textile 編」）

いざ、尋常に勝負！

学長先生、これがおススメだよ。
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「すはら池いきものさがし隊」を開催しました

　6 月 2 日（日）、「すはら池いきものさがし隊」を開催し、小
学生 19 人とその保護者が参加しました。
　当日はあいにくの天気だったため、参加者はまず自然科学棟
の教室に入り、本学理科教育講座の澤正実特別教授から生き物
図鑑の使い方について説明を受けました。
　その後天気が回復したため、みんなで洲原公園に繰り出しま
した。道の途中で壁にへばりついているカタツムリを見つけて
お父さんにとってほしいとねだる子がいたり、池の中にいたヨ
シノボリの仲間をつかまえて、澤特別教授に「この生き物の名
前は何ですか？」と聞いている子もいました。公園から大学に
戻る際には、トイレに幾つもの巣を作っているツバメや水門の
近くで気持ちよく泳いでいるカメの様子を見ながら、雨上がり
の休日の一時を楽しんで帰ってきました。
　子どもたちからは「お父さんやお母さんとまた一緒に来た

い」、保護者からは「いつも来ている公園ですが、生き物の名前
をはじめて知りました」といった感想をいただきました。参加
者には、洲原公園やその近隣の豊かな自然を身近に感じること
で、生き物への関心を高めるだけでなく、郷土に対する愛情を
育む非常に有意義な機会となりました。

大学に自生している竹を活用したアクティビティーの創出／本学のリソースの再発見

附属高等学校サスティナ部の取組「切ってつなげるバンブーロード―第３章―」

　附属高等学校サスティナ部が、同校と自然観察実習園との境
目にある放置竹林の整備を始めたのは４年前です。部活動とし
て「学校内に持続可能なサイクルを作る」ことを目指し、長年
に渡って見過ごされてきた鬱蒼とした放置竹林を身近で再生可
能なリソースと見定めました。
　竹林整備は他県で実施されている方法などを参考に進めました。
色褪せた古い竹の伐採（やがて朽ちる１ｍ切りと呼ばれる方法を
採用）、すでに枯れた上に折れて危険な竹の除去を中心に、当初は
３、４人の男子生徒たちが地道に進めました。竹林内で切り出し、

相当の重量のある竹を担い
で作業場（合併教室裏付近）
まで運びました。当初、切
り出した竹材は竹を使った
モノづくりや、竹炭化する
試みが主でしたが、縁あっ
て、実習園の作業員の協力
を仰ぐようになってから
は、強力な竹チッパーで粉

砕、チップ化したものを土壌改
善等に活用するなど、その利用
法の幅を広げることができまし
た。やがて竹林内に季節の日差
しが差し込むようになるころに
は、すでに数百本の竹を切り出
していたと記憶しています。
　子ども
キャンパ

スプロジェクトに参加させていただくよ
うになって３年が経ち、今では高校から
実習園までの道が完成に近づいています。
毎年たくさんの子どもたちが参加し、楽
しみながら体験してくれる姿を見られる
のは嬉しい限りです。今後も末永く維持
管理が可能な竹林を目指し、本イベント
を通じて、大学・高校が共同で作業を続
けられることを期待しています。 

「子どもキャンパスプロジェクト」使途限定基金の状況報告

　2023 年 11 月より、愛知教育大学として初となるプロジェクト
等使途限定基金事業「子どもキャンパスプロジェクト」がスター
トしています。募集期間は 2023 年 11 月から 2026 年 3 月までの
2 年 5 か月で、目標額は 250 万円ですが、2025 年 1 月現在で約
30 万円のご寄附をいただきました。

　私たちは、学生が子どもたちとふれあう経験の場と未来を担
う子どもたちに笑顔があふれる体験の場を、皆様と共に創って
いきますので、ぜひご協力をよろしくお願いいたします。（詳細
は次ページをご覧下さい）

4 年前の竹林

竹を切り出している様子

子どもキャンパスプロジェ
クトの様子

洲原公園へレッツゴー！ 小さいお魚がいるよ！

　学長就任時に掲げたキャッチフレーズの一つ「子どもの声が聞こえるキャンパス」は着実に実現でき
ています。夏と秋の「あつまれ！子どもキャンパス」は企画の数も回を重ねるごとに増え、リピーター
の子どもたちも増えています。2024 年はオンラインでの参加申し込みにおいて、開始早々に定員が埋
まってしまうまでの盛況ぶりでした。参加してくれた子どもたちが、活動対象への関心を高め、企画し
てくれた学生に憧れを抱き、教師になってみたいという思いを育んでくれることを期待しています。

学

長
ボ
イス♪♪



子どもキャンパスプロジェクト

FUTURE CO-CREATION PLAN STRATEGY1

��

未来共創プラン
戦略 1

「子どもキャンパスプロジェクト」へのご支援について
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教育のプラットフォーム構築プロジェクト

FUTURE CO-CREATION PLAN STRATEGY2

��

未来共創プラン
戦略 2

●ケーブルテレビ、教育委員会、学校現場と連携し、地域の教材コンテンツを作成する。

●ケーブルテレビと教育委員会、小中学校をつなぐシンポジウムを開催する。

●学内外で活用可能な教材等を収集・整理・保存するとともに、必要に応じて制作する。

プロジェクトメンバー
真島 聖子　小塚 良孝　鈴木 佳樹　富田 啓介　紀村 真一郎　太田 知啓　井成 浩文　浅岡 明美　前田 祥子

教育リソースデータバンクを設置し、教育現場の課題解決に貢献する教育の

プラットフォームを構築します。

シンポジウム「地域社会と共に創る防災学習とまちづくり－レジリエント社会の実現を目指して－」を開催

　12 月 21 日（土）本学第一会議室において、津島市・常滑市・
刈谷市の 3 市の教育委員会・小中学校・各地域のケーブルテレ
ビの関係者や中学生をシンポジストとして招き、一般社団法人
国立大学協会と未来共創プラン戦略２「教育のプラットフォー
ム構築プロジェクト」の共催で、2024 年度レジリエント社会・
地域共創シンポジウム「地域社会と共に創る防災学習とまちづ
くり－レジリエント社会の実現を目指して－」を開催しました。
本シンポジウムには、自治体及び教育関係者、本学学生及び教
職員など、あわせて 80 人が参加しました。
　第Ⅰ部では、津島市・常滑市・刈谷市地区のシンポジスト（下
記参照）が、各地区における防災への取り組みについて成果や
課題を発表しました。また、本学の学生が「子どもキャンパス

プロジェクト」での防災に関連した活動を紹介しました。 
　第Ⅱ部では、防災学習とまちづくりについてグループディス

カッションを行い
ました。参加者か
らは「まちづくり
には地域の日常的・
継続的なつながり
が不可欠だと感じ
た」「防災を自分事
として捉えること
が重要だと感じた」
などの意見が挙が
りました。 
　最後に、シンポ
ジウム全体の振り
返りとして、野田
敦敬学長は「皆さ
んが熱心に議論を
交 わ す 様 子 を 見
て、レジリエント
社会を実現するた
めのキーワードは

『連 携』な の だ と
感じました」と感想を述べました。
　本シンポジウムに期待した効果と成果について把握するた
め、シンポジウム終了後に、第Ⅰ部のシンポジウムと第Ⅱ部
のグループディスカッションに対する満足度を問うアンケー
トを実施しました。アンケートの対象者は 80 人、回答者は
58 人、回答率は 72.5％でした。
　第Ⅰ部・第Ⅱ部ともに、参加者の満足度は高く、「とても満足」
と回答した人は、7 割を超えました。また、本シンポジウム
に参加して、大学・学校・企業・地域社会が連携することに
ついて、「とてもよく考えた」と回答した人が、56 人（96.6％）
にのぼり、本シンポジウムの目的を達成できたと考えます。
　参加者が、中学生・高校生・大学生・大学院生・小中大学の教員・
地域の方・保護者の方・教育委員会・企業の方など、異なる地
域の幅広い年齢層の方々が参加していただいたことで、互いに
学び合い、真剣に語り合い、共感し合う姿が見られました。本
シンポジウムにおいて、国立大学が果たすべき役割について再
確認し、学校や地域、企業をつなぎ、よりよい社会づくりに貢
献することができたことが成果であると考えます。

グループディスカッションの様子

　また、このシンポジ
ウムをきっかけに、レ
ジリエント社会の実現
に向けて、学校や地域、
家庭や職場で話し合っ
たり、地域のつながり
の大切さを再認識した
り、これから地域を共
に創る一員としての意
識を高められたと考え
ます。
　なお、アンケートに書かれていた参加者の主な感想は以下の
とおりです。

【教育長】市によって防災の取組内容が違い、参考になった。また、
中学生にとっては他の地域の方との意見交流は貴重な体験と
なった。

【中学校教員】大学・学校・企業・地域社会が連携することで、

シンポジストとして参加した中学生の発表

本学学生による活動紹介

シンポジスト一覧

生徒たちが知らないこと
や私たち教員では気がつ
かないところを教えてい
ただくきっかけになると
思った。

【ケーブルテレビ関係者】
それぞれの立場でどんな
ことを考えているのか分
かり、ケーブルテレビと
して今後の取材内容など
考えさせられた。

【中学生】今は、地域社会
のつながりが少し減って
いるように思えるので、
これからどのように動け
ばいいのかを考えること
ができた。

津島市教育委員会　　　　　教育長　浅井厚視氏

津島市立蛭間小学校　　　　　校長　川口歩氏

津島市立蛭間小学校　　　教務主任　水野泉氏

蛭間小学校区防災キャンプ担当　　　牛田富也氏

西尾張シーエーティーヴィ株式会社
　　　　　　　　　代表取締役社長　中野治也氏
常滑市教育委員会　　　　　教育長　圡方宗広氏

知多市立つつじが丘小学校　　教頭　福島秀一氏

常滑市立南陵中学校　　　　　　　　生徒 10 名

知多半島ケーブルネットワーク株式会社　　　　　　
　　　　　　　　代表取締役社長　江口正洋氏
刈谷市教育委員会　　　　　教育長　金原宏氏

刈谷市立依佐美中学校　　　　　　　生徒３名

株式会社キャッチネットワーク　
　　　　　感動メディア１課　課長　武田尚也氏
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本学所蔵の授業記録が名古屋大学大学院の授業の教材として活用

　12 月 21 日（土）本学第一会議室において、津島市・常滑市・
刈谷市の 3 市の教育委員会・小中学校・各地域のケーブルテレ
ビの関係者や中学生をシンポジストとして招き、一般社団法人
国立大学協会と未来共創プラン戦略２「教育のプラットフォー
ム構築プロジェクト」の共催で、2024 年度レジリエント社会・
地域共創シンポジウム「地域社会と共に創る防災学習とまちづ
くり－レジリエント社会の実現を目指して－」を開催しました。
本シンポジウムには、自治体及び教育関係者、本学学生及び教
職員など、あわせて 80 人が参加しました。
　第Ⅰ部では、津島市・常滑市・刈谷市地区のシンポジスト（下
記参照）が、各地区における防災への取り組みについて成果や
課題を発表しました。また、本学の学生が「子どもキャンパス

プロジェクト」での防災に関連した活動を紹介しました。 
　第Ⅱ部では、防災学習とまちづくりについてグループディス

カッションを行い
ました。参加者か
らは「まちづくり
には地域の日常的・
継続的なつながり
が不可欠だと感じ
た」「防災を自分事
として捉えること
が重要だと感じた」
などの意見が挙が
りました。 
　最後に、シンポ
ジウム全体の振り
返りとして、野田
敦敬学長は「皆さ
んが熱心に議論を
交 わ す 様 子 を 見
て、レジリエント
社会を実現するた
めのキーワードは

『連 携』な の だ と
感じました」と感想を述べました。
　本シンポジウムに期待した効果と成果について把握するた
め、シンポジウム終了後に、第Ⅰ部のシンポジウムと第Ⅱ部
のグループディスカッションに対する満足度を問うアンケー
トを実施しました。アンケートの対象者は 80 人、回答者は
58 人、回答率は 72.5％でした。
　第Ⅰ部・第Ⅱ部ともに、参加者の満足度は高く、「とても満足」
と回答した人は、7 割を超えました。また、本シンポジウム
に参加して、大学・学校・企業・地域社会が連携することに
ついて、「とてもよく考えた」と回答した人が、56 人（96.6％）
にのぼり、本シンポジウムの目的を達成できたと考えます。
　参加者が、中学生・高校生・大学生・大学院生・小中大学の教員・
地域の方・保護者の方・教育委員会・企業の方など、異なる地
域の幅広い年齢層の方々が参加していただいたことで、互いに
学び合い、真剣に語り合い、共感し合う姿が見られました。本
シンポジウムにおいて、国立大学が果たすべき役割について再
確認し、学校や地域、企業をつなぎ、よりよい社会づくりに貢
献することができたことが成果であると考えます。

　10 月 31 日（木）、名古屋大学大学院教育発達科学研究科の学
生と教員 合計 34 人が来学し、本学名誉教授である 故 霜田一敏
先生より本学に寄贈された授業記録が授業の教材として活用さ
れました。 
　本件は、2024 年 1 月に開催した教職キャリアセンター教科教
育学研究部門と未来共創プラン戦略２「教育のプラットフォー
ム構築プロジェクト」の共催シンポジウム「授業記録を通して
学び合う価値とは何か？」の参加をきっかけに、実現したもの
です。野田敦敬学長をはじめとする本学関係者の開会あいさつ
の後、参加者は 6 つのグループに分かれ、大学会館内書庫に所
蔵されている授業記録の閲覧と、割り当てられた授業記録につ

いての検討や意見交換を行いました。 
　参加者の中にはご自身が 40 年前に書かれた授業記録を見つ
けられた方もいらっしゃり、当時の様子について熱心に話をさ
れていました。 
　グループ毎の発表では、授業記録には教師のエネルギーや
生徒の動きを詳細に伝える役割や、授業分析が教師と生徒の
関係性や教育の質を向上させる役割があること、また、教師
には生徒の自発的な学びを促す役割があることについて意見
がまとめられました。また改めて長年にわたる研究活動をと
おして収集された資料が閲覧できる場があることについて、
謝意を受けました。 

授業の様子 書庫で意見交換を行う参加者

ディスカッションに参加する野田学長

　また、このシンポジ
ウムをきっかけに、レ
ジリエント社会の実現
に向けて、学校や地域、
家庭や職場で話し合っ
たり、地域のつながり
の大切さを再認識した
り、これから地域を共
に創る一員としての意
識を高められたと考え
ます。
　なお、アンケートに書かれていた参加者の主な感想は以下の
とおりです。

【教育長】市によって防災の取組内容が違い、参考になった。また、
中学生にとっては他の地域の方との意見交流は貴重な体験と
なった。

【中学校教員】大学・学校・企業・地域社会が連携することで、 シンポジウムのチラシ

生徒たちが知らないこと
や私たち教員では気がつ
かないところを教えてい
ただくきっかけになると
思った。

【ケーブルテレビ関係者】
それぞれの立場でどんな
ことを考えているのか分
かり、ケーブルテレビと
して今後の取材内容など
考えさせられた。

【中学生】今は、地域社会
のつながりが少し減って
いるように思えるので、
これからどのように動け
ばいいのかを考えること
ができた。

　国立大学協会が募集するシンポジウムには、私が学長に就任以来毎年応募しています。二つの領域があ
りますが、能登半島での震災を受け、2024 年は初めて「レジリエント社会・地域共創シンポジウム」に応
募しました。大変多くの大学からの応募がありましたが採択を勝ち取ることができました。津島市・常滑市・
刈谷市においては他の戦略のシンポジウムでも学校・教育長・ケーブルＴＶでご登壇いただいていますが、
防災という視点で充実した時間を過ごすことができました。

学長ボ
イ
ス

♪



教職の魅力共創プロジェクト

FUTURE CO-CREATION PLAN STRATEGY3

��

未来共創プラン
戦略 3

●「教職の魅力共創シンポジウム」を通して、多様な立場の方々との意見交換を行う。

●教職の魅力を伝えるリーフレットや動画コンテンツを作成する。

●多様な立場の方々から原稿を募集し、シリーズ叢書『教職の魅力共創』を刊行することで、地域社会と共によりよい教育の
　未来につながる教職の魅力を共創する。

プロジェクトメンバー
真島 聖子　小塚 良孝　宮川 貴彦　竹川 慎哉　田口 達也　井成 浩文　浅岡 明美　前田 祥子

よりよい教育の未来につながる教職の魅力を共に創り出し、発信します。

シンポジウム「新たな学び・学校のかたち－対話的・協働的な学びを共に創る－」を開催

　6 月 16 日（日）、本学が掲げる「戦略 3：教職の魅力共創プロジェ
クト」とベネッセ・コーポレーション「未来の教育を考える会」
の共催でシンポジウム「新たな学び・学校のかたち－対話的・
協働的な学びを共に創る－」を開催し、県内外から高校生・大
学生、教職員、保護者、自治体関係者、教育産業界関係者等約
90 人が参加しました。 
　本シンポジウムでは、高校生・大学生が社会参加するにあた
り、声を上げてもいいような雰囲気や風土をつくるために、高
校生・大学生の声を聴くことから始め、信頼をベースに高校生・
大学生と大人が対等にかかわる場としました。 
　第Ⅰ部では、「いい学びとは」、「いい先生とは」、「新しく学

校を創るとしたらどのような学校や学びを創るか」という 3 つ
の問いに対して、高校生・大学生の声を聴き、学生、教員およ
び教育業界関係者等が一緒になってグループディスカッション
を行いました。話し合い後に「新たな学び・学校のかたち」に
ついて、高校生・大学生からの提案がありました。 
　第Ⅱ部では、対話的・協働的な学びを共に創ることを意図し
て、名古屋市立守山小学校教諭の佐橋慶彦氏、愛知教育大学非
常勤講師の深見太一氏、春日井市立松原小学校教諭の石原浩一
氏から教育現場における実践からの提案がありました。第Ⅰ部
で話し合った理想像と実際の教育現場での具体的な実践方法を
結びつけながら、学びを振り返りました。 

第Ⅱ部 講師による提案

　終了後の参加者アンケートでは、「普段学校で感じているこ
とを話す機会はとても少ないので、この会で本音を伝えること
ができてとても良かった」「対等なアウトプットが多く、表現
することが楽しかった」「今の生徒さんたちの生の声を聞くこ

第Ⅰ部 高校生からの提案

第Ⅰ部 グループディスカッションの様子

開会のあいさつを行う野田敦敬学長

とができ、『学び』ということを突き詰めることができた」といっ
た回答があり、学生と大人の対等な交流がみられたシンポジウ
ムとなりました。
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　6 月 16 日（日）、本学が掲げる「戦略 3：教職の魅力共創プロジェ
クト」とベネッセ・コーポレーション「未来の教育を考える会」
の共催でシンポジウム「新たな学び・学校のかたち－対話的・
協働的な学びを共に創る－」を開催し、県内外から高校生・大
学生、教職員、保護者、自治体関係者、教育産業界関係者等約
90 人が参加しました。 
　本シンポジウムでは、高校生・大学生が社会参加するにあた
り、声を上げてもいいような雰囲気や風土をつくるために、高
校生・大学生の声を聴くことから始め、信頼をベースに高校生・
大学生と大人が対等にかかわる場としました。 
　第Ⅰ部では、「いい学びとは」、「いい先生とは」、「新しく学

校を創るとしたらどのような学校や学びを創るか」という 3 つ
の問いに対して、高校生・大学生の声を聴き、学生、教員およ
び教育業界関係者等が一緒になってグループディスカッション
を行いました。話し合い後に「新たな学び・学校のかたち」に
ついて、高校生・大学生からの提案がありました。 
　第Ⅱ部では、対話的・協働的な学びを共に創ることを意図し
て、名古屋市立守山小学校教諭の佐橋慶彦氏、愛知教育大学非
常勤講師の深見太一氏、春日井市立松原小学校教諭の石原浩一
氏から教育現場における実践からの提案がありました。第Ⅰ部
で話し合った理想像と実際の教育現場での具体的な実践方法を
結びつけながら、学びを振り返りました。 

教員志望に関する学内調査結果の統合と分析に向けて

　公立学校教員採用選考試験の受験者数減少傾向を食い止める
対策を講じる上で、本学学生の入学時から卒業時までの教員志
望度の変容と実際の進路を結びつけて分析することが重要で
す。在学中の教員志望度の変容と進路に関する情報を得て分析
を行うためには、本学の各部署が個別に実施している調査内容
を把握してデータを収集して、分析可能な形にデータを整形す
る必要があります。 上記のような観点から、本学の２つの部署

で実施している教員志望に関する調査結果を収集して、特定の
入学年度の学生に対して入学時の志望と在学中の経年変化なら
びに教員採用試験の受験・未受験の調査結果を統合しました。
　今後は、本学のデータ利活用ポリシーに則り、教員志望度向
上のための方策策定に必要な分析データを提供することを目指
します。

シンポジウムのチラシ（表） シンポジウムのチラシ（裏）

学びの振り返りの時間

ディスカッションに参加する野田学長

　終了後の参加者アンケートでは、「普段学校で感じているこ
とを話す機会はとても少ないので、この会で本音を伝えること
ができてとても良かった」「対等なアウトプットが多く、表現
することが楽しかった」「今の生徒さんたちの生の声を聞くこ

第Ⅱ部 グループディスカッションの様子

とができ、『学び』ということを突き詰めることができた」といっ
た回答があり、学生と大人の対等な交流がみられたシンポジウ
ムとなりました。



教職の魅力共創プロジェクト
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未来共創プラン
戦略 3

叢書「教職の魅力共創」の７号と８号を刊行

　2024 年度の叢書「教職の魅力共創」は、社会共創編『新たな学び・学校のかたち（4）』、教科領域編『新しい価値を創造する情報教育』
を刊行しました。

シリーズ概要
　愛知教育大学（主催「教職の魅力共創」編集委員会  委員長  野田敦敬）では、多様なステークホルダーが「教職の魅力」
を共に高め、創り、共有していけるような場として、叢書シリーズを立ち上げました。
　本シリーズには、学校教育や教職について広く考えを求める「社会共創編」と、各教科等の視点から多面的な教職や
教材等の魅力を共創・共有する「教科領域編」があります。

叢書「教職の魅力共創」⑦

新たな学び・学校のかたち（4）

叢書「教職の魅力共創」⑧

新しい価値を創造する情報教育

　本書は『新たな学び・学校のかたち』という統一テーマで、以下の

三つの内容を取り上げました。 

　(1) 企業、NPO、専門家等と連携した教育活動や取り組み 

　(2) 不登校児童生徒への支援に関わる取り組み 

　(3) 多様な子どもを伸ばす探究的な教育活動や取り組み 

　全国の多様な教育関係者による計 19 本の論考が収録されています。 

著　者

発行日

定　価

出　版

編集：「教職の魅力共創」編集委員会

2025 年 3 月発行

1,000 円（税込）

愛知教育大学出版会

　本書のコンセプトは、情報領域の魅力および情報領域から見た教職
の魅力を共創・共有することにあります。本書では本学の情報教育講
座に所属する教員や教職大学院生、さらにプロジェクトを共に進めて
いる教職キャリアセンターの教員が執筆しました。また、本学の情報コー
スを卒業し、現在活躍中の小学校や高校の情報科の先生方から、魅力
や意義について多くのお話を伺い内容をまとめ、以下の 4 章を構成し
ました。 
　第Ⅰ章　大学教員からみた情報の魅力 
　第Ⅱ章　教職大学院生からみた情報の魅力 
　第Ⅲ章　小学校教員からみた情報の魅力 
　第Ⅳ章　高等学校情報科の教員からみた情報の魅力

著　者

発行日

定　価

出　版

編集：「教職の魅力共創」⑧編集委員会

2025 年 3 月発行

1,000 円（税込）

愛知教育大学出版会
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教職の魅力共創を伝えるコンテンツを作成

　教職の魅力を伝える動画コンテンツやリーフレットを作成
しました。動画コンテンツやリーフレットの制作・発信を通
じて、教職をめぐる社会の声を聴き、対話の場を組織し、新
たな教職の魅力を共に創ることを意図しています。
　2024 年度も多様な観点や立場から教職の魅力について語る
インタビュー動画（4 名の現職教員）を制作し、教職の魅力
共創特設サイトに掲載しました（現在合計 29 本のインタ
ビュー動画を作成済）。

教職の魅力共創リーフレットVol.6（表） 教職の魅力共創リーフレットVol.6（裏）

　本学主催のシンポジウムには、大学生はもちろん中学生・高校生に参加いただき、グループ討議の時間を
設けています。すぐには実現できないアイデアもありますが、将来を担う子どもたちの意見を大切にしてい
きたいと思います。叢書「教職の魅力共創」社会共創編及び教科領域編もそれぞれ第４巻を発行することが
できました。特に、社会共創編「新たな学び・学校のかたち（4）」の執筆者は、愛知県外や教員以外があわせ
て半数以上となり広がりを感じています。

学

長
ボイス♪

　また、これらのインタビュー記事をリーフレットとしても
発行し、県内外の教育関係者に配布しました。2024 年度は、
4 名の現職教員のインタビューのダイジェストを掲載しまし
た。高校生に読んでもらえる紙面構成となるよう、教員イン
タビュー動画にリンクする二次元コードを掲載し、気軽にア
クセスできるよう工夫しました。

インタビュー動画ページ リーフレットページ

　教職の魅力共創特設サイトではこれまでに作成したインタ
ビュー動画とリーフレットを公開しています。是非ご覧下さい。

　教職の魅力共創特設サイト　インタビュー動画ページ
　　https://cocreate.aichi-edu.ac.jp/movies/
　教職の魅力共創特設サイト　リーフレットページ
　　https://cocreate.aichi-edu.ac.jp/rapture/leaflet/



グローバル化推進プロジェクト
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未来共創プラン
戦略 4

●海外協定校に赴き、研究者等の招待・派遣制度の整備について検討するとともに、海外の教育現場を視察することで　   

　教職員の国際理解研修を行う。

●教職大学院に入学した教育委員会派遣、附属学校教員が海外研修できる制度を構築することを検討する。

プロジェクトメンバー
岩山 勉　小塚 良孝　高木 遠慧　真島 聖子　北野 浩章　マイヤー オリバー　野平 慎二　寺本 圭輔　ベネマ ジェームズ　幅 良統
玉越 貴文　髙坂 渚　山岸 達也

協定校を始めとする海外の教育機関との連携を密にして、グローバル化に対応

したプログラムを学部と大学院で整備します。

グローバル化に対応した教員養成プログラムの新規開発・実施及び検証

　国際感覚と語学力を高めることや国際理解教育の先導的
役割を担い得る教員の養成に資するため、7 月 4 日（木）、
本学にて中国・陝西師範大学と学生短期留学プログラムに
関する合意書を締結し、野田敦敬学長はじめ役員、国際交
流センター関係者と同大学の游旭群学長、李森教育学部長
は じ め 関 係 者 と、
プログラムの実施
等に向けた意見交
換 を 行 い ま し た。
こ れ を 機 に、2025
年度における同大
学での海外研修プ
ログラムを作成す
る予定です。
　ま た、カ ン ボ ジ
アの教育省及び国
立教育研究所 (NIE)
の協力を得て、特
に現職教員の大学
院生を念頭に置い
た海外研修プログ
ラムを作成し、日
本 学 生 支 援 機 構

（JASSO）「海 外 留 中国・陝西師範大学との締結式

カンボジアの教育省及び国立教育研究所関係者
との打ち合わせ

カンボジア・国立教育研究所教職員及び学生との交流

協定校の大学生への日本文化紹介

協定校の大学生とのフィールドワーク

タイ・チェンライラチャパット大学

【期間】8 月 3 日～ 9 月１日
【派遣者】教職大学院生１人、学部生２人　
【派遣先での活動】 
(1) 現地の高等学校で、日
本語指導の見学、日本文
化の指導、紹介などを行
うものへ参加。
(2) 同大学で、日本語教育
教材の作成、日本語の模
擬授業の実施。

学支援制度（協定派遣）」の支援希望事業として申請し、採
択されました。３月には教職大学院の教員 1 名を NIE へ派
遣し、プログラムの内容について、NIE の大学院の院長で
ある MAM Chansean 氏（本学の博士課程出身）等の関係者

と打ち合わせを行
いました。2025 年
度 4 月より、教職
大学院の現職教員
に向けて参加者を
募集し、実施する
予定です。参加者
のプレ・ポスト報
告書に基づき、教
育委員会に対し国

際理解向上等のア
ンケートも行う予
定です。
　2024 年度に実施
した大学院生、学
部生がともに参加
できる海外研修（教
育実践）プログラ
ムについては、以
下のとおりです。 
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協定校の関連小学校にて日本文化紹介の模擬授業

インディアナ州の日系企業駐在員の
家族との交流

私立高等学校の日本語授業への参加

協定校の附属小学校での模擬授業

協定校での民族衣装・異文化体験

ウランバートル市内小学校
での授業観察

フライブルク市内の高等学校への訪問・交流
フライブルク市内の高等学校
での模擬授業

【期間】9 月 10 日～ 9 月 17 日又は 24
日

【派遣者】学部生 14 人
【派遣先での活動】
同大学で、科学・ものづくり教育や
日本文化の紹介、異文化体験。同大
学や現地の小学校・中学校・特別支
援学校で、授業補佐を通じた実習。

モンゴル・国立教育大学

【期間】9 月 4 日～ 9 月 19 日
【派遣者】教職大学院生３人、
学部生５人

【派遣先での活動】
 (1) 同大学校附属小学校・公立
小学校で授業実践。私立高等学
校で日本語授業参観。
(2) ソウル市での多岐にわたる
探求テーマに沿ったフィールド
ワークの実施。

韓国・国立晋州教育大学校

【期間】8 月 4 日～ 8 月 20 日
【派遣者】学部生７人　
【派遣先での活動】
（1）同大学教育学部関連の小
学校で、教師中心の教育評価
の現状把握、授業参観、本学
学生による模擬授業の実施。
(2) 同大学教育学部で、学習評
価制度・実践及
び指導改善につ
いて先方の教職
員、学 生（留 学
生含む）と意見
交換。

アメリカ・インディアナ州立大学

【期間】9 月 1 日～ 9 月 25 日
【派遣者】教職大学院生１人、学部生５人
【派遣先での活動】
 (1) 同大学で、ドイツの学校運営、教育制度について学生・
教職員との意見交換、情報交換を行い、フィールドワークを
実施。

(2) 同大学関連の小学校・
中学校・高等学校で、日
本文化紹介などの模擬
授業を実施するととも
に、教員の働き方につい
て情報交換。

ドイツ・フライブルク教育大学

　2024年度はコロナ禍も完全に明け、この戦略も本格的に動き出しました。多くの協定校から教員・学生等の
訪問もありました。中でも中国の陝西師範大学の游学長の訪問と創立80周年記念式典への招待は驚きでした。
10月には西安を訪問し、何もかも本学の10倍規模の大学の盛大な式典で、初等教育の大切さと「地域協働教育
体験活動」の導入等について話してきました。私自身、グローバル化の一層の推進を強く感じた１年でした。

学長ボ
イ
ス

♪



共創的探究活動指導力育成プロジェクト
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未来共創プラン
戦略 5

　愛知教育大学と同附属高等学校との連携で実施される探究活動である「附高ゼミ」をフィールドとして、高校教員を目指す

教職大学院生が「共創的探究活動指導力」を身に付けるとともに、高校教員が探究活動のファシリテート力をより高め、豊か

にすることを目的とするプログラムの開発を行う。

　「共創的探究活動指導力」とは、多様な他者との共創、協働を通して探究活動を実践できる力である。

プロジェクトメンバー
杉浦 慶一郎　西牟田 哲哉　黒岡 孝信　小塚 良孝　真島 聖子　石川 恭　國府 華子　山根 真理　花井 和志　岩田 吉生　加藤 淳太郎
宮川 貴彦　柿崎 和子　齋藤 ひとみ　筒井 和美　西川 愛子　村松 愛梨奈　小田原 健一　青山 昌平　足立 達彦　宮本 真衣　
有本 明日翔　古川 ゆう子　鬼頭 百合子

附属学校園と教職大学院との連携を強化し、教育の実践的研究拠点を構築します。

創造科学の活動風景

附属高等学校と連携した教職大学院の院生研修

　附属高等学校では教職大学院生が、授業支援、行事運営、

ティーム・ティーチングを用いた学習の支援、各々の興味に

合わせた分野で研究活動を行う「附高ゼミ」へのサポート等

に 携 わ っ て い ま す。 

「附高ゼミ」は生徒自

身の興味関心のある

分野ごとに分かれて

探究活動を行うもの

で、院 生 は、課 題 の

切 り 口 の 捉 え 方、研

究の進め方、データの

分析方法など、様々な

教職大学院生によるサポートの様子

教職大学院生による授業の様子

面で生徒の目線に立

ちサポートを行って

います。生徒たちに

とって院生は、年齢

が近く気軽に質問な

ど が で き る 存 在 と

なっています。生徒

たちは、意欲的で積

極性のある姿が多く

見られ、サポートにあたる院生も非常にやり甲斐を感じてい

ます。また、様々な生徒たちと触れあう中で、院生自身の教

員としての資質や教育観も磨かれています。

附属高等学校と大学との連携：「附高ゼミ」の探究活動を大学教員が支援①

　高校の担当教員と連絡を取り合いながら、2 年生と 3 年生

の支援に入りました。3 年生は、2 年生の探究からそれぞれさ

らに深めることができており、それぞれの調査の結果の解釈

について議論に発展することもあり、2 年生からの積み重ね

の成果を感じると共に、こちらが多くの刺激をもらいました。

また、3 年生の発表を聞いている 2 年生もすばらしく、探究

への熱量を感じました。 2 年生は、自身の探究テーマを定める

こと、探究を進めていく方法を考えることなど、決定しなく

てはならないことが多いため、本人が何を考え、求めている

のかを引き出すことが支援する側としても重要と考えていま

す。対面で話ができることが一番ですが、その時間は限られ

ているため、普段の様子をよく知る高校教員との情報交換に

加えて、生徒と高校教員と大学教員が共有できるチャートを

作成してもらい、生徒の困りごとを共有できるようにしまし

た。また、対面が叶わない場合には、メールでのやりとりも

利用してサポートに努めました。チャートには書いていない

場合でも、対面で声をかけると、自身の考えをしっかりと伝

えてくれます。最初は文字にすることができなくても、ディ

スカッションを重ねることで思考が整理され、文字で表現す

ることができるようになっていく様子が見られました。自分

自身の興味からスタートしているからこそ、深い学びにつな

がっていると感じています。

附属高等学校と大学との連携：「附高ゼミ」の探究活動を大学教員が支援②

　3 年生の探究活動では、高校教員と連携・相談しながら、

生徒の状況に応じて支援を行いました。教室内での支援をは

じめとして、内容によっては学外専門家との連携を促す支援

も行いました。例えば、スポーツマネジメントや広報をテー

マに探究を進める生徒に対しては、実際に外部でスポーツチー

ムの広報を担当する企業と連携し、インタビュー調査に協力

していただくなど、生徒の探究活動は学内に留まらず、状況

によっては学外にも活動拠点を広げています。2 年生につい

ては、探究を進める中

で、生徒とディスカッ

ションをしながら、必

要な資料やデータ、方

法などを提示して、選

択肢を広げるサポート

を進めています。
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附属岡崎小学校と連携した教職大学院の授業「研究・研修のデザイン」

　2024 年度後期授業「研究・研修のデザイン」は、現職の教職

大学院生が受講しています。授業の一環として、附属岡崎小学

校の研究発表で公開授業を参観し、参観した授業について、自

作資料を用いながら指

導・助 言 の シ ミ ュ レ ー

ションを行いました。自

作資料は、院生が指導案

を読み込み、当日の授業

記録や映像資料をもとに

指導・助言する際のポイ

ントを見いだし、時間を

かけて作成したもので

す。 シミュレーションの

様子をビデオで撮影し、

授業者の教員に見ていた

だきました。授業者から

は「『見つめる力』『結び

つけて考える力』につい

授業参観　図画工作

シミュレーションの様子　国語

授業参観　体育

自作資料　算数

ても単元構想や本時案

から分析していただき、

自分も先生から教えて

いただいた視点で授業

を振り返り、次の展開

につなげていきたいで

す。」「先生のプレゼン

テーションを拝聴させ

て い た だ き、改 め て、

子どもの活動を見とり、

子どもの活動状況を把

握して授業を構想して

いくことの大切さを感

じました。」等のコメン

トをいただき、附属岡

崎小学校の研究分析の

一助となったことがわかります。院生、附属岡崎小学校、双方

にとって学びあるものになりました。

　平成30年に告示された高等学校学習指導要領の改訂のポイントは「探究」でした。今や「探究」はブームになっており、
そこで培われる力は将来我が国を牽引するために必要となります。附属高等学校は、本学キャンパス内にあるという
地の利を生かし、「総合的な探究の時間」である「附高ゼミ」を、大学教員・教職大学院生・大学生が協力することで年々
充実を図っています。また、両附属小学校を始め、ほかの附属学校園でも教職大学院との連携が深まっています。

学

長
ボイス♪

附属名古屋小学校と連携した教職大学院の授業「教科教育の理論と実践（小学校社会）」における院生のレポート

　≪愛知教育大学附属名古屋小学校６年生≫ 

　明治の国づくりを進めた人々の実践から、主体的な授業に

向けて教師の工夫を３点学びました。1 点目は、30 年前の同

じ場所の写真を準備していた点です。児童の様子から自然と

30 年間で何があったのか、どうしてこんなに栄えることがで

きたのかといった驚きの様子を感じ取ることができました。

学ぶことへの興味・関心をもたせることができた授業展開で

した。2 点目は、授業で子ども同士との協働が多く見られた

点です。日本が 30 年間で大きく変わった要因を調べて発表す

る際、教員が「足らない部分は意見を聞いて補えばいいよ」

と声かけをしていまし

た。自 分 の 考 え に な

かったことに気付き、

考えを深める授業実践

でした。3 点目は、深

い学びについてです。

授業の観察から知識と

知識とを相互に関連付

けてより一層深く理解

することに重点が置か

れていました。

授業風景②

授業風景①

 　≪愛知教育大学附属

名古屋小学校３年生≫ 

　くらしを守るの実践

から、主体的・対話的・

深い学びの全てにおい

てとても勉強になる授

業実践でした。前時ま

でに学級内での意見交

流が行われており、級

友から緑付箋をもらうなど、児童同士の対話がありました。教師

が「今日のめあて、どうしようかな・・・」と呟くと、すぐに児童

から「緑付箋を見直して、学習問題にさらに近づく・・・」といっ

た反応があり、児童の発言がきっかけとなりめあてが決まりまし

た。学ぶことに対する興味・関心があり学習課題に迫るための見

通しがあることによる反応でした。 級友から質問を受けたことで子

ども 110 番について詳しく調べることが安全・安心な暮らしに繋が

るのではないかと考える児童がいました。また、安全・安心な暮

らしにするためには、消防や警察の努力だけでなく、私たち自身

がルールやマナーを守る意識が大切ではないかと考え始める児童

もいました。この考えはこれまでの知識と新たに得た知識とを相

互に関連付けたことで生まれた深い学びではないかと思いました。



大学・附属学校園連携推進プロジェクト
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未来共創プラン
戦略 6

●附属学校園に所属する研究主任クラスの教員と大学教員により構成されたプロジェクト・チームが主体となり、毎月 1 回、

　リモートで協議会を開催する。

●附属学校園同士の交流や大学との共同研究によってモデル授業を開発し、研究会・研修会で還元する。

プロジェクトメンバー
杉浦 慶一郎　鈴木 一成　小塚 良孝　真島 聖子　石川 恭　加納 誠司　砂川 誠司　白井 崇宏　松井 健太郎　小嶋 功　鵜飼 聡
星野 恭彦　松本 卓也　青木 景子　柳田 真弥　古川 ゆう子　鬼頭 百合子

教育委員会や教育現場等との緊密な連携を通して、附属学校園が今後の公立

学校等のモデルとなる実証研究に取り組みます。

研究成果の深化・発展

　2021 年度から毎月 1 回のリモート会議を継続することで、 

情報共有の質がより深まり、大学と附属学校園の共同研究

体制の構築に向けて安定した連携体制の整備が進みました。 

　附属学校園が今後の公立学校のモデルとなるための実証

研究の改善サイクル構築および継続のために、附属学校園

附属名古屋小学校

　「わくわく つながる 授業デザイン」をテーマに、子どもも

教師も「わくわくする」「ついやってみたくなる」、３つの資質・

能力の育成に「つながる」授業をデザインし、公開授業と意

見交換会を行いました。

附属幼稚園

　2023 年度より研究テーマを「わくわくがうまれる環境」とし、

子どもたちが様々に心動かして思わず動き出し、夢中になって

遊ぶことを楽しめるような環境の構成について考えました。二

年次となる 2024 年度は、わくわくがうまれる環境について仮説

を立て、その検証を行うことで、子どもたちがわくわくしてい

る姿を捉え、わくわくする環境の共通点を探りました。

附属名古屋中学校

　深い学びをデザインする授業づくり研究シリーズの最終年

次として、各教科の目指す生徒像に近づくために、生徒が主

体性を発揮して学習に取り組む様子を公開しました。 併せて、

本校ホームページに、各教科のカリキュラムを公開し、公立

学校のモデルとなるよう努めました。

附属岡崎小学校

　「子どもの姿で語り合う授業研究協議会 」

　授業記録をもとに、子どもの発言、動きなどの姿を通して、

提案授業が本時のねらいに迫れていたか、どのような教師の

出が必要だったかなどを協議しました。協議会の後半では、

助言者から専門的なご指導をいただきました。

の研究等が公立学校に活用されたかどうかを調査するアン

ケートについて、調査項目の修正および改善を図りました。

2024 年度は「関心度」「理解度」「活用度」の 3 つの項目を

設定することにより、公立学校等の「活用度」の実態をより

的確に把握することができました。
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　子どもの思いや考えを見取り、問題解決的学習過程における「自己考

察」と「他者考察」のてだてを講じるタイミングを明確にしました。2024

年度は校舎大規模改修のため、参加者を限定して授業公開しました。

また、研究の経過を２冊の本（研究のあゆみ４・５）にまとめました。

附属岡崎中学校

　「学びを生活に生かす子どもの姿を求めて」をテーマに、自立

活動の視点を生かした４つのアプローチを取り入れ、児童・生徒

が成功経験を積み重ねることができる授業を公開しました。

附属特別支援学校

　第 42 回高校教育シンポジウム「これからの時代を生きるための

資質・能力の育成 ―探究力と ICT― （３年次）」において公開授業

を実施したほか、第１分科会の理科、第２分科会の保健体育、第

３分科会の総合探究に分かれて授業と分科会を行いました。

附属高等学校

大学・附属学校園共同研究論文集 「共創」第 3 号を刊行しました

　大学と附属学校園が連携した先導的な教育モデルの開発のた

めに、「大学・附属共同研究論文集『共創』」を刊行しました。

2024年度で第3号となりますが、実践研究論文、実践研究ノート、

実践報告に加えて、2024 年度の附属名古屋小学校の実践研

究をもとに、2 つの学会に参加し発表を行った学会報告につ

いても掲載しました。

附属学校園研究広報動画を制作しました

　各附属学校園の取組を広く知ってもらうために、2024 年度

は第一弾として附属名古屋小学校の研究内容について動画を

制作しました。2024 年度で 3 年目を向かえる研究テーマ「わ

くわく つながる 授業デザイン」を基に、子どもたちの様々な

資質・能力を育成し、その後につなげていくことによる 3 年

間を通しての授業づくりを紹介しています。「授業はこうす

るといい」ではなく、「こういうふうに授業をしてみました

がどうですか」という「授業は提案」という附属名古屋小学

校のコンセプトがよりわかりやすく伝わるような動画ができ

あがりました。

　毎月オンラインではありますが、各附属学校園の研究の中核を担っている教員と大学教員数名の情報交換の場
を設定しており、これが附属間の心理的距離を縮めています。例えば、附属幼稚園の生活発表会を附属特別支援
学校の教員が参観したり、両附属小学校の研究授業をお互いに参観したりしました。今後は、将来の学校の姿を
先取りするような研究開発を附属学校園全体で取り組むことを期待しています。

学長ボ
イ
ス

♪
『共創』の概要

　『共創』は、大学・附属学校園、および地域の研究・実践活動の成果を広く公表するために紙媒体で発行するとともに、
愛知教育大学学術情報リポジトリに登録し、電子媒体で公表することを目的とした論文集です。大学教員及び附属学校園
の教諭、幼稚園・公立学校教諭による研究をまとめたものとして、総括論文、実践研究論文、実践研究ノート、学会発表報告、
実践報告、活動報告、News Letter で構成しています。

共創　第 3号（2024 年度）

著　者 発行日編集：愛知教育大学「共創」編集委員会 2025 年 3 月発行



教科横断探究プロジェクト

FUTURE CO-CREATION PLAN STRATEGY7
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未来共創プラン
戦略 7

　「遠隔・オンライン教育」、「ICT を活用した、効果的な学習支援」、「探究的な学習を通じて協働的に学び合う教科

等横断学習」について、調査研究を行い、次世代型教科等横断プログラムを開発する。

プロジェクトメンバー
伊藤 貴啓　上原 三十三　小塚 良孝　竹川 慎哉　真島 聖子　岩田 吉生　松井 孝彦　樋口 一成　宮川 貴彦　縄田 亮太
西野 雄一郎　田舎片 麻未　後藤 成美　柴山 麻衣

教科等横断し、協働的に学び合う次世代型プログラムを開発するとともに、

教育効果を客観的に検証する評価システムを構築し、学生の資質向上や大学

の授業改善につなげます。

シンポジウム「才能へのまなざしーこれからの学校、教員養成ができること、すべきことー」を開催

　12 月 18 日（水）、これからの学校教育、教員養成、教育行
政では子どもたちの「才能」に対しどのようなまなざしを向
けていくべきか、教科横断学習や探究学習の指導力育成の考
え方について、シンポジウムを行いました。 
　第一部では、株式会社 SPACE 代表取締役 CEO の福本理恵
氏から「私のパラダイムシフト：ROCKET から SPACE、そ
して異才から個才へ」と題して講演をいただき、生徒自身が
自らの特性や興味関心等についてアセスメントを行い、より
自分に適した環境に調整していく学習の「個性化」について
の実証研究や、鎌倉市や名古屋市教育委員会の主催で実施し
ている不登校支援や探究学習に関する事業である ULTLA プ
ログラムなどの事例が紹介されました。 
　第二部では、福本氏
と真島聖子学長補佐に
よる対談「個別最適な
学びは学校でどこまで
できる？どこまですべ
き？」を 行 い ま し た。
真島学長補佐から、公
教育ではなく、民間事
業者として教育に携わ
ることの意義、メリッ 自らの経験を交えて講演する福本理恵氏

伊那小学校公開学習指導研究会の
様子（教室）

大口中学校視察の様子（学校施設・
ドーム）

堀川小学校視察の様子①（体育の授
業見学）

堀川小学校視察の様子②（熱心にメ
モを取る学生）

シンポジウムのチラシシンポジウムのチラシ

福本氏と真島聖子学長補佐の対談の様子

ト・デ メ リ ッ ト に つ い て
提起され、福本氏からは、
意 思 決 定 の 早 さ、ト ラ イ
アンドエラーで迅速な動
き が で き る 小 回 り な ど、
民 間 な ら で は の 利 点、や
りがいなどが挙げられる
な ど、時 間 が 足 り な い ほ
どの情熱にあふれた掛け
合 い に、フ ロ ア か ら 大 き
な拍手が送られました。 
　参加者からは、「自分の
ことを知ることの大切さ、
自分と他人の違いを認識す
ることの大切さを感じまし
た。」「民間教育団体の強み
と公教育とどのようにタッ
グを組んでいくと良いのか
という点について知ること
ができ、もっと詳しく調べ
たいと感じました。」など
の感想が寄せられました。 

教科横断学習、探究学習の実践校への訪問調査を実施

 　2025 年 2 月 1 日（土）から 2 月 28 日（金）にかけて、長野
県伊那市立伊那小学校、愛知県大口町立大口中学校、富山県
富山市立堀川小学校を対象に、教科横断の視点、環境、指導
プログラム、システム評価・学習評価等の観点から訪問調査

を行いました。 教員及び学生が訪問し、様々な実践校の実際
の現場を見せていただき、特に堀川小学校では、「くらしを豊
かに」「より良く」という視点から教科横断学習や探究学習に
ついて問い直すような勉強の場となりました。
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外山隆久氏の講演の様子

井上のり子氏の講演の様子 彦田泰輔氏の講演の様子 グループディスカッションの様子

シンポジウムのチラシ

理科の実験を行う様子

社会科の授業実践

授業後に協議会を行い、ご指
導いただきました 佐久島太鼓を叩かせていただきました！

シンポジウム「あなたはどうつなげる？教科横断！」を開催

　2025 年 2 月 16 日（日）、児童・生徒の「生きる力」の育成
を図ることが求められるなか「教科横断的な視点を持つため
には何が必要なのか」「どんな実践ができるのか」について考
えるシンポジウムを行いまし
た。 シンポジストの名古屋市立
栄小学校・外山隆久氏、安城
市立桜井小学校・井上のり子
氏、尾張旭市立西中学校・彦
田泰輔氏から講演いただいた
後、実際に教科横断的な学習
を行うに当たっての「テーマ」

「横断している教科」「育成で
きる力」について具体的に構
想する、少人数グループでの
ディスカッションを行い、活
発な議論が交わされました。 学
内外問わず、現職教員、教育
委員会事務局、大学生、大学
院生、大学教職員等多様な属
性の 45 名が参加し、「シンポ

ジストのお話を聞き、グループワー
クでお話できて、教科横断に大事な
ことが、また少し見えてきた」「教
科横断は難しいイメージがあった
が、自分の専門分野の中でできるこ
とから始めればいいことがわかっ
て、少し安心した」などの感想が寄
せられ、教科横断的な学びを実践す
ることを参加者各自が具体的にイ
メージすることにつながる会となり
ました。

学習評価の枠組みの構築と協力校の開拓

　プロジェクトメンバーによる検討会議で学習評価ルーブ
リックを作成し、学習評価の枠組みを構築しました。 
　また、学部教育での教科横断探究カリキュラムに基づいて、
大学院教育のカリキュラムを作成しました。 

　2025 年度からは、教科横断探究教育の資質・能力を育むプ
ログラムとしての学校実習について、刈谷市小学校 5 校に連
携協力をいただきます。 

佐久島しおさい学校で実践研究を実施

　9 月 24 日（火）～ 25
日（水）、西尾市立佐久
島しおさい学校におい
て、学生が授業実践を
行いました。 
　授業実践では、教科
横断探究教育の実践と
して、理科の授業にお
いて「水に溶けた物質
を見つけ出す実験」、社
会科は「世界の住居の特徴と気候」を題材にした授業づくり
を行いました。 
　準備に当たっては、佐久島しおさい学校の先生方にご指導
をいただきながら協議を重ねて当日に臨みました。 
　「ふるさと学習」の参観では、児童生徒の「佐久島太鼓」の

練習後に太鼓を叩かせて
いただきました。また、
夕方には校庭で部活動の
交流も行い、児童生徒教
員 と 学 生 が 一 緒 に サ ッ
カーを楽しみました。 

　子どもの個性を生かして、カリキュラムマネジメントを行うには、教科横断的なセンスが不可欠です。
2024 年度は、国立の教員養成大学を卒業された福本理恵さんという新風を吹き込むことで活性化を図りまし
た。福本さんには、本学の「教員養成の質向上に関する会議」で異例の委員にも就任いただき、貴重な考えを
披露いただきました。また、学生主体のシンポジウムの開催でこのコースの魅力を発信できたと思います。

学

長
ボイス♪



IR 部門・教職学協働プロジェクト
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未来共創プラン
戦略 8

・IR 部門では、戦略的な大学運営を行うことができるよう、学内外の客観的なデータを可視化したファクトブックの作成などに 

　取り組みます。 

・教職学協働プロジェクトでは、教職学協働の FD/SD 研修や各種イベントの企画・運営を行い、参加を促します。また、教育

　研究創成センター・FD 開発部門の活動と連携した研究を行います。 

教職学協働プロジェクトメンバー
太田 知啓　小塚 良孝　國府 華子　真島 聖子　小倉 靖範　石嶺 ちづる　石川 雅章　西村 三郎　髙嶋 香苗　村松 愛梨奈　神谷 知穂
田中 大貴　河尻 直　鬼頭 裕介　鬼頭 宏昭　松尾 雄一

IR部門を活用して得られた学内外の客観的なデータに基づき、戦略的な大学運営を

行うとともに、教職員が協働して柔軟な組織運営を行います。 

 FD・SD研修会「学修者本位の大学づくり―施設の利用方法の改善と学生・院生の居場所づくり―」を開催

　７月３日 （水）、FD・SD 研修会「学修者本位の大学づくり 
―施設の利用方法の改善と学生・院生の居場所づくり―」を
開催しました。本研修会は、学生・大学院生・教職員が集まり、
学ぶ側（学生・大学院生）と供給する側（教職員）が互いの
声を聴き合うことで相互理解を深め、「教・職・学」の協働・
コミュニケーションを活発にし、より良い大学づくりにつな
げることを目的としたもので、本学の学生・大学院生 17 人と
教職員 45 人の計 62 人が参加しました。 
　研 修 会 で は、
野田敦敬学長の
開会あいさつの
後、真 島 聖 子 学
長補佐の趣旨説
明 が あ り、参 加
者 が 学 生・大 学
院 生・教 職 員 混
合の 10 グループ
に 分 か れ て、グ
ループ討議を行
いました。 
　各 テ ー ブ ル で
は活発な意見交
換 が 行 わ れ、ま
とめに各グルー
プの代表者が話
し合った内容を
発表しました。 
　最 後 に、野 田
敦敬学長から総
括コメントが述
べ ら れ、國 府 華
子副学長の閉会のあいさつで研修会が締めくくられました。 
　研修会後のアンケートでは、グループディスカッションに
参加したことについて９割以上の参加者が「とてもよかった」
と回答し、「今回初めて参加したが、参加しなければ絶対に関
わることのなかった先生や職員の方の思いが聞けてうれし
かった」（学生）、「全員が課題意識を持ち、解決したいと考え
ていることが分かり、心強く思った」（教員）、「それぞれの立

野田敦敬学長のあいさつ

真島聖子学長補佐の趣旨説明

グループ討議の様子

シンポジウムのチラシ

場で、現実的かつ建設的に意見交換ができ、新しいものが生
まれる可能性を感じることができた」（事務職員）などの感想
が寄せられました。限られた時間の中で、参加者の多くが、
大学の一員としてより良い大学づくりのために前向きに思考
を め ぐ ら す こ と が で
き、大変有意義な研修
会となりました。 
　また、この研修会で
出 さ れ た 様 々 な ア イ
ディアを実現可能な形
にブラッシュアップす
るため、今回の参加者
の中から希望者による
検 討 チ ー ム を 立 ち 上
げ、教職員、学生を交
えたグループに分かれ
て活動することになり
ました。
　（詳 細 は、次 ペ ー ジ
をご覧ください。） 
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 FD・SD研修会「学修者本位の大学づくり―施設の利用方法の改善と学生・院生の居場所づくり―」を開催

ファクトブック 2024

報告会のチラシ閉会のあいさつを行う國府華子副学長

全体の様子（意見交流）

発表の様子

開会のあいさつを行う野田敦敬学長

「学生・院生の居場所づくり検討チーム報告会＆次年度への挑戦」を開催

　第一部の各グループ
による発表に続いて、
第二部では、メンバー
以外の参加者を交え、

『次年度どんなことに
取り組んでほしいか』
をテーマに意見交流が
行われました。
　参加者からは「今回
取り上げたテーマに継
続して取り組んでほし
い」「より多くの学生
や教職員に関わっても
らうことが必要だ」な
どとともに、今回の提
案が実現されることへ
の期待の声が多く聞か
れました。 

　最後に、野田敦敬学長と太田知啓理事から総括コメントが述
べられ、國府華子副学長の閉会のあいさつで締めくくられました。 
　教職学協働プロジェクトは大学構成員一人一人が心地よく過
ごせる大学づくりに向けて考え、行動するはじめの一歩と考え
ています。今年度の取組を通して
得た気付きを活かし、更なる前進
を目指していきます。

ファクトブック 2024の作成

　IR室において毎年度発行しているファクトブックの2024年度
版を発行しました。 
　ファクトブックは、「見える化」した教員就職実績など本学
に関する様々な情報を公開することにより、本学の現状につい
て理解してもらうとともに、他大学の状況と比較することで、
本学の強みや課題を学内構成員に認識してもらうことを目的と
して作成しています。 
　IR室では、本学における取組の成果検証などに資するよう、
継続して必要なデータの収集を行っていきます。 

　７月に開催した FD・SD 研修会後に、研修会参加者のうち希
望者 36 人よる「学生・院生の居場所づくり検討チーム」を発
足し、意見表明と社会参画の２つのテーマを軸に、学生・大学
院生、教職員を交えた３グループに分かれてそれぞれ課題を設
定し、検討を進めてきました。この成果発表の場として、2025
年２月 12 日（水）に「学生・院生の居場所づくり検討チーム
報告会＆次年度への挑戦」を開催し、本学の学生・大学院生と
教職員の計 46 人が参加しました。 
　報告会は、各グループ
の検討結果の報告及び参
加者を交えた意見交換の
二部構成で行いました。 
　各テーマには条件を設
定しており、社会参画テー
マは、(1) ルールや仕組み、
制度などの見直しによっ
て具体的な改善が見込ま
れるもの (2) 必要性・緊急
性が高く、１チーム 100 万円以下の予算で改善できるもの (3)
年度内に具体的に改善できるものとし、意見表明テーマは、(1)
必要性・緊急性の高い施設の改善 (2) 多くの学生や教職員から
の切実な要望 (3) 実現には多額の予算が必要なものとして、以
下のように検討テーマを選定しました。 
　

【①社会参画テーマ、②意見表明テーマ】 
A グループ：
　①「聴覚障害学生等の授業支援の改善」 
　②「教員養成課程と教育支援専門職養成課程のすれ違いの解消」
 B グループ：
　①「DX を取り入れた空き教室の可視化」 
　②「学生の大学への帰属意識を高める」
 C グループ：
　①「ラーニングコモンズのルールの明確化・掲示・マップ　
　　の作成」
　②「ラーニングコモンズの名称と管理体制について」

　2023年度に開催した全学FD・SD研修会で学生からの辛辣な要望等を聴き、2024年７月３日に全学FD・
SD研修会を開催しました。ワーキンググループへの参加を募集したところ、私の想定を超えた36人の学生・
教職員の応募がありました。それぞれ学業や業務がある中、時間を作り出し、深い提案をしていただいたことに
感謝しています。学修者本位の大学づくりに向けて、このような活動を大きく育てていきたいと思います。

学長ボ
イ
ス

♪



大学間ネットワークの構築
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未来共創プラン
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国公私立大学と連携協定を締結して、教職大学院を核としたネットワークを構築します。

国公私立大学と連携協定を締結して、教職大学院を核としたネットワークを

構築します。

教職大学院生による発表

グループディスカッションの様子

ディスカッションした内容を発表

あいさつをする野田敦敬学長

フォーラムのチラシ

第３回連携協定校ネットワークフォーラムを開催

　2025年 2月 19日（水）、第３回連携協定校ネットワークフォー
ラム「連携協定校による教職の魅力共創」を本学で開催しま
した。連携協定校の大学関係者、本学教職大学院生、本学教
職員あわせて 31 人が参加しました。
　会に先立ち、本学学長、「未来共創プラン」担当副学長・学
長補佐と連携協定校の大学関係者との間で、2025 年度に開催
予定の「こどもまんなかシンポジウム」を連携協定校と協働
して開催することについて意見交換を行いました。
　フォーラムで
は、はじめに野田
敦敬学長から開会
のあいさつが述べ
られた後、第Ⅰ部
において、本学や
連携協定校、他大
学出身の教職大学
院生５名から「大
学院における学び
と自己の成長」に
ついて、教職大学
院での学びの成果
や今後の展望等の
発表がありました。

　第Ⅱ部では、参加者はグループに分かれ、「こどもまんなか
シンポジウム」についてグループディスカッションを行いま
した。「どんな先生が魅力的か、どんな学校だったら通いやす
いか、子どもたちの声を周囲の大人が共有する必要がある」、
「運営方法の提案として、第Ⅰ部のこどもまんなかシンポジウ
ムと第Ⅱ部の学生・院生の企画をつなげて、最初から最後の
振り返りまで同じグループで活動したほうが、一体感やつな
がりが生まれてよいと思った」などの意見が挙げられ、最後
に野田学長からの閉会のあいさつで本フォーラムを締めくく
りました。

　フォーラム終了
後のアンケートで
は、「愛教大から進
学した院生と連携
協定校等から進学
した院生の発表を
通して、両者にとっ
て共通の学びのプ
ロセス、それぞれ
に固有の学びの質
の違いがあること
がわかった」、「教
職大学院を通して
できるつながりや
イベント等をもっ
と外に出して魅力
を伝えられるよう
にしたい」などの
感想が寄せられま
した。
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連携協定大学である岡崎女子大学に卒業生である大学院生と事務職員が訪問

　6 月 13 日（木）、連携協定大学である岡崎女子大学に、同大
学の卒業生であり現在本学教職大学院で学ぶ大学院生と教職
大学院の事務を担当する職員とで訪問し、子ども教育学部１
～４年生の学生に向けて、教職大学院での学びについてお話
しする機会をいただきました。これは、同大学からご提案い
ただき実現したもので、本学にとって初の試みでした。 
　卒業生である大学院生からは、自身のこれまでの教職大学
院での学びを振り返る形で、教職大学院での学びの魅力、自
身の展望、教員採用試験の対策などについて発表し、教職を
志す後輩たちに教職大学院という学びの選択肢もあることに
ついて紹介しました。 

教職大学院を紹介する大学院生

両学長による記念撮影
署名する金城学院大学の小室尚子学長（左）本学の
野田敦敬学長（右）

制度等の説明をする事務職員

　教職大学院の事務を担当する職員からは、教職大学院で学
ぶことの制度的なメリット、本学教職大学院の特徴について
お話しました。 

金城学院大学と教員養成の高度化に関する連携協定を締結

　12 月 19 日（木）、金城学院大学と教員養成の高度化に関す
る連携協定を締結しました。 
　この協定の目的は、「本学大学院への受験・入学を希望し金
城学院大学に在籍する教員を志す学生を対象として、本学大
学院教育学研究科専門職学位課程（教職大学院）において、
教育実践力を備
えた高度専門職
業人としての教
員の養成を行う
こ と」で す。今
までに同様の協
定を椙山女学園
大学、愛知東邦
大学、鈴鹿大学、
愛 知 淑 徳 大 学、
愛知大学、岡崎

女子大学、南山大学、中京大学、東海学園大学、中部学院大学、
岐阜協立大学と締結しており、金城学院大学は 12 大学目の協
定締結校となります。

　参加した同大学の学生の皆さんは、熱心に耳を傾けてくだ
さり、発表後には先輩である大学院生に質問するなど、よい
交流の機会ともなった様子でした。 
　同大学の先生からは、「卒業生が愛教大の教職大学院で充実
した学びができていることについて具体的に話を聴くことが
でき、とても良い機会でした。学生も実感がもてたと思います」
とのお言葉を頂きました。 
　これからも連携協定大学と協力して、他大学でも同様の企
画を通じて交流ができればと考えています。

　2024 年度は金城学院大学と連携協定を締結し、協定校は 12 大学となりました。この教員養成の高度化に関す
る連携協定は、それぞれの大学の教職課程で教員免許状を取得し、さらに高度化を図るために本学の教職大学院
に進学を狙うものです。2025 年度は教職大学院入学者が改組後初めて７割を超える見込みとなり、その成果が表
れてきています。それぞれの大学で学んだことを交流し合いながら学ぶことで質の高い教員を輩出していきます。

学

長
ボイス♪



あとがき

FUTURE CO-CREATION PLAN
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未来共創プラン

あとがき

　本報告書は、2024 年度の「未来共創プラン」の取組について、
巻頭に特集ページを掲載するとともに、1～ 9 の戦略ごとに主
な内容をまとめたものです。４年目を迎える同プランは、学内
外の多くのみなさまからご支援とご協力を賜り、一つ一つ着実
に推進することができました。関係者一同、心より感謝申し上
げます。

　「未来共創プラン」で掲げる「共創」とは、「人と人が文脈を
共有し、相互交流し、助け合いを学び、共に成長していく関係
を構築することを通じて、意味を創出し、価値を生み出す」こ
とを意味します。「共創」するためには、「場」を形成すること
が重要です。

　2024 年度の「未来共創プラン」は、戦略８において、学生・
大学院生・教職員が協働して課題解決に挑む、「教職学協働プ
ロジェクト」を発足させました。プロジェクトに参加する希望
者を募り、社会参画と意見表明の２つのテーマを軸に、3つの
グループに分かれて、課題設定をし、試行錯誤しながら課題解
決に挑戦しました。

　「教職学協働プロジェクト」を発足させた背景には、供給者
本位から学修者本位へと大学教育を転換させる必要性ととも
に、未来の教育を共に創るという「未来共創プラン」の理念が
あります。2025 年度は、同プロジェクトを一層推進させると共
に、広域拠点型教員養成系大学としての意義と価値を高める取
組を強化したいと考えています。2025 年度、重点的に取り組む
内容を以下に 3 点あげたいと思います。

　第１は、戦略 9 に関連して、「教員養成の高度化に関する連携
協定」を締結した私立大学の協定校と連携し、戦略３のテーマ
である「よりよい教育の未来につながる教職と支援職の魅力を
共に創り出し、発信する」ことに取り組みます。具体的には、
2025 年 12 月 13 日（土）に、「こどもまんなかシンポジウム－こ
どもと共に創る教職と支援職の魅力とは？－」を開催します。
これは、戦略８の「教職学協働プロジェクト」で課題にあげら
れた「教員養成課程と教育支援専門職養成課程のすれ違いの解
消」に向けての取組でもあります。同シンポジウムに参加する
学生・大学院生を募集し、小学生、中学生、高校生と共に語り
合い、学び合う企画を考えます。この取組は、学修者本位の大
学教育を実現することにもつながります。

　第２は、教育課程の内部質保証体制を構築し、機能強化を図
るために、戦略８において、「IR プロジェクト」を発足させます。
同プロジェクトの活動は、本学の第４期中期計画（No.8）指標
８－３「教職課程の適正な運営のための意思決定ループ」を機
能させるために、学修状況やキャリア支援に関わるデータを分
析し、教育改善の判断材料を提供することを目的としています。
さらに、同プロジェクトを発足させる背景には、令和 7 年 2 月
21 日に中央教育審議会から出された「我が国の「知の総和」向
上の未来像～高等教育システムの再構築～（答申）（中教審第
255 号）」があります。この答申では、これまでの「認証評価制度」
を見直し、在学中の学生の成長具合など、教育の質を測る指標
を作って、複数段階で評価することにより、受験生が教育内容
を比較して、進学先を選べるようにすることで、大学間の切磋
琢磨を促し、大学教育全体の質向上につなげることをねらいと
しています。新たな認証評価制度が実施されることを見通して、
評価システムの機能強化を図り、そのための組織作りを行う必
要があります。これは、今後、本学が国公私立大学と連携して、
中部圏の広域拠点型教員養成系大学として、質の高い教員と支
援職を養成する上で、欠かすことができない改革です。

　第３は、附属学校園と教職大学院との連携を強化し、教育の
実践的研究拠点を構築するために、戦略５で新たに、附属学校
園の教員と大学教員と教職大学院生による「実践的研究プロ
ジェクト」を組織し、三者の連携による実践的研究を積み上げ、
研究の成果を学会発表や学会誌等への投稿につなげる取組を行
います。この背景には、中央教育審議会 初等中等教育分科会 
教員養成部会において、教職課程及び教員免許状の質保証をめ
ぐる問題について、教職大学院における教育臨床研究（教育実
践研究）の充実が議論されています。大学院生は、学びの高度
専門職として、子どもたちの学びを支援・伴走しつつ、教育実
践を省察し、客観的な事実を基によりよい授業を開発する力を
身につけることが求められます。今後益々、本学が中部圏の広
域拠点型教員養成系大学としての意義と価値を高めるために、
実践的研究拠点を構築することに尽力します。

　これからも、よりよい教育の未来を共創する場づくりを通し
て、学内外に共感の輪を広げていきたいと思います。

　　　　　　　　　　真島 聖子（未来共創プラン担当学長補佐）
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〇子どもの声が聞こえるキャンパス
〇地域から頼られる大学

愛知教育大学が目指す姿

〒���-����
愛知県刈谷市井ケ谷町広沢１
https://www.aichi-edu.ac.jp/

未来の教育を共に創る

未来共創プランのHPに
ぜひ遊びに来てください。

愛知教育大学の
YouTube チャンネルに
未来共創プランの動画も
たくさんありますよ。
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